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【年通号数】公開・登録公報2009-006
【出願番号】特願2008-528630(P2008-528630)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  47/36     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  13/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/50     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   1/30     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  47/36    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  13/02    　　　Ｇ
   Ａ６１Ｋ   9/50    　　　　
   Ａ２３Ｌ   1/30    　　　Ｚ
   Ａ２３Ｌ   1/00    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成21年8月31日(2009.8.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１もしくは複数のコアセルベートカプセル中にカプセル化された活性成分を含有する粒
子であって、１もしくは複数のコアセルベートカプセルは、さらにガラス状マトリックス
中にカプセル化されており、その際、ガラス状マトリックスは、
（ｉ）疎水性に変性されたデンプン　３～５０質量％および
（ｉｉ）デンプン加水分解産物　５０～９７質量％
を含有する、１もしくは複数のコアセルベートカプセル中にカプセル化された活性成分を
含有する粒子。
【請求項２】
　疎水性に変性されたデンプンが、アルケニルコハク酸エステル化デンプンである、請求
項１記載の粒子。
【請求項３】
　疎水性に変性されたデンプンが、Ｃ3～Ｃ14－アルケニルコハク酸エステル化デンプン
である、請求項２記載の粒子。
【請求項４】
　アルケニルコハク酸エステル化デンプンが、オクテニルコハク酸エステル化デンプンで
ある、請求項３記載の粒子。
【請求項５】
　デンプン加水分解産物が、５～２５のデキストロース当量を有する、請求項１から４ま
でのいずれか１項記載の粒子。
【請求項６】
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　活性成分が、多価不飽和脂肪酸（ＰＵＦＡ）中のオイルリッチである、請求項１から５
までのいずれか１項記載の粒子。
【請求項７】
　活性成分をカプセル化して含有する粒子の製造方法であって、コアセルベーションによ
り活性成分をカプセル化して１もしくは複数のコアセルベートカプセルを得る工程、およ
び１もしくは複数のコアセルベートカプセルの周囲にガラス状のマトリックスを形成する
工程を有し、該ガラス状マトリックスは、マトリックス成分として、
（ｉ）疎水性に変性されたデンプン　３～５０質量％および
（ｉｉ）デンプン加水分解産物　５０～９７質量％
を含有する、活性成分をカプセル化して含有する粒子の製造方法。
【請求項８】
　コアセルベートカプセルの周囲にガラス状マトリックスを形成する工程が、コアセルベ
ートカプセルをマトリックス成分と一緒に、噴霧乾燥、噴霧造粒、噴霧凝集および／また
は押出することにより行われる、請求項７記載の方法。
【請求項９】
　コアセルベーションのプロセスが、活性成分の周囲に層を形成する１もしくは複数の親
水コロイドを架橋する工程を含む、請求項７または８記載の方法。
【請求項１０】
　経口摂取が意図されている活性成分の不所望の、および／または不快な味、異臭または
苦味をマスクするための、１もしくは複数のコアセルベートカプセルをカプセル化する、
請求項１から５までのいずれか１項記載のガラス状マトリックスの使用。
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